
 

 

 

 

令和 4（2022）年度 

 

洗足こども短期大学 

自己点検・評価報告書 

 

 

 

令和 5（2023）年８月 

 

 



  

目次 

 

はじめに・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

１． アセスメントポリシー各区分の点検 

１） アセスメントポリシー・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

２） 入学前・入学時・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

３） 在学中・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

４） 卒業時・卒業後・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７ 

２． 令和４（2022）年度改善・対応を要した事項等・・・・・・・・・・９ 

３． 令和５（2023）年度以降改善・対応を要する事項等・・・・・・・・11 

 



 

1 

 

 

 

 

はじめに 

 

 

 

 令和 4（2022）年度の自己点検・評価に関しては、令和 3（2021）年度の 3 度目とな

る認証評価受審に際しての課題・改善計画等についての進捗状況の点検を行いました。 

また、令和 5（2023）年 5月に最終的に制定した「アセスメント・ポリシー」に基づき、

令和 4（2022）年度の学習成果に関する評価を「入学前・入学時」「在学中」「卒業時・

卒業後」に分けて、定めた評価項目による初めての検証を実施しました。 

  

令和 4（2022）年度においては、従来から検討を続けていた「カリキュラムツリー」

を最終的に策定し、FD 研修の活動等においての活用も始めることができました。 

 

 短期大学を取り巻く環境は、引き続き大変厳しい状況にありますが、短期的のみなら

ず中長期的な視点も持ちながら、経営基盤の維持・強化を図り、教育研究活動の質保証

の継続的な改善・向上に向けて全教職員で取り組んでまいります。 

 

 

 

 

令和 5（2023）年 8月 

 

 

 

洗足こども短期大学 自己点検・評価委員会 委員長 

洗足こども短期大学 学長  落合 俊文 



  

 

2 

 

洗足こども短期大学 「アセスメント・ポリシー」 

 

  洗足こども短期大学では、教育の質を保証する３つのポリシー（アドミッションポリ

シー、カリキュラムポリシー、ディプロマポリシー）を基礎に評価指標を定め、学生の学

習成果を可視化する目的で、以下の通り、アセスメント・ポリシーを定めます。 

 

 入学前・入学時 

アドミッションポリシー

に基づく検証 

在学中 

カリキュラムポリシーに

基づく検証 

卒業時・卒業後 

ディプロマポリシーに基

づく検証 

機関レベル 
・入学試験結果 

・基礎力リサーチ 

テスト 

・新入生の皆様への

アンケート 

 

・退学率、休学率 

・GPA分布 

・履修カルテ 

・学外実習評価 

 

・学位取得率 

・就職率、進学率 

・免許・資格取得率 

・履修カルテ 

・卒業する皆様への

アンケート 

・人材ニーズ調査 

（原則３年毎実施） 

教育課程レベル 
・入学試験結果 

・基礎力リサーチ 

テスト 

・新入生の皆様への

アンケート 

 

・退学率、休学率 

・GPA分布 

・履修カルテ 

・学外実習評価 

 

 

 

 

・学位取得率 

・就職率、進学率 

・免許・資格取得率 

・履修カルテ 

・卒業する皆様への

アンケート 

・人材ニーズ調査 

（原則３年毎実施） 

科目レベル 
 ・授業改善のための

アンケート 

・履修カルテ 

・成績分布 

 

＊本学は単科の短期大学であるため、機関レベルと教育課程レベルの項目は重複する。 
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令和５（2023）年度以降改善・対応を要する事項等 

改善・対応を要する事項等 要改善・対応内容 

基準Ⅰ―A 地域・社会の自治体や教育機関等と

の連携に関して、必要な協定書締結を検討する 

現行の自治体との連携について、協定書締結の必要性を検討

する。高大連携の活動を進めていくための協定書締結等につ

いても検討を進める。 

基準Ⅰ―B 卒業生が勤務する幼稚園保育所へ

のアンケート（人材ニーズ調査） 

2024 年度実施に向けた準備作業（アンケート項目の精査、

回収率向上のための工夫等を含む） 

基準Ⅰ―B 非常勤職員に対する SD もしくは

FD 研修の実施 基準Ⅰ―Ｃ非常勤職員との情

報共有・共通認識の醸成 

2023 年度より、非常勤教員の問い合わせ窓口としてカリキ

ュラム WG 教員を指名し、対応する。また、同じ科目を担

当する専任教員と非常勤教員の連携をより強化し、情報共有

を図る。 

基準Ⅰ―C 自己点検・評価活動に高等学校等

の関係者の意見聴取を取り入れる 

高等学校訪問や出張授業の際に聞き取った意見を教職員で

共有し、年度末にはまとめて自己点検・評価活動に活用する 

基準Ⅰ―Ｃ アセスメントポリシーの運用とそ

の活用 

2022 年度末の自己点検作業には運用前のアセスメントポリ

シーを試用する。2023 年度には、アセスメントポリシーに

沿った自己点検を実施し、その活用を図る。 

基準Ⅱ―A 履修カルテから見える「DP 達成

度」の教員間共有 

履修カルテから見える、「DP 達成度の傾向」を教授会で報

告共有する。 

基準Ⅱ―A GPA 活用手段の強化 同一科目を担当している教員間で、授業態度、課題、試験内

容、成績基準等についての共有や確認を行い、GPA との関

連を探り、GPA の低下傾向に対策を施す。 

基準Ⅱ―Ａ コミュニケーション力の育成など

汎用的能力の測定についての方法を確立し、測

定データを可視化する 

アセスメントポリシーに沿った自己点検によって、その方法

を検討する。前年に引き続き、実習日誌の評価項目（順応性

協調性など）をはじめ、既存の評価項目の応用を第一に考え、

測定の方法を確立していく。 

基準Ⅱ―A カリキュラムツリーの活用 運用を開始し、科目間の連携を図りながら授業を展開する。 

基準Ⅱ―Ｂ 学生の社会的活動の評価を行う方

法を確立する（前田記念賞に代わるもの） 

学生のボランティア等の社会的活動に関し、表彰を行うため

の評価方法等に関して検討していく。 

基準Ⅱ―B 入学予定者オリエンテーションの

内容の質の向上 

入学予定者の学力水準を的確に把握し、前年度の「新入生の

皆様へのアンケート」の結果等も参考に、入学予定者オリエ

ンテーションの内容を精査し、質の向上を図る。 

基準Ⅱ―B 基礎力リサーチテストの学習指導

への活用 

基礎力リサーチテストを継続して行い、その結果を授業展開

にどのように活かすかを検討する。 

基準Ⅱ―B 「授業改善のためのアンケート」の

回答率向上とアンケート結果の閲覧 

学生・教職員に対し、「授業改善のためのアンケート」の主

旨説明を改めて行い、意識づけを行う。自由記述欄に工夫を

施すなど、回答率を向上させ、より具体的な改善点を示すこ

とのできるアンケートに改定する。結果の閲覧の促しを徹底
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する。 

基準Ⅱ―B 「卒業する皆様へのアンケート」の

結果のすべての項目において、「満足」を 5 割以

上にする。（特に教員に関する項目） 

集計結果を教授会で報告し、今後の改善につなげる 

基準Ⅲ―Ａ 助教の採用を含めた人材確保 助教 2 名の採用（2023 年 4 月より） 

基準Ⅲ―Ａ オンラインシステムを活用した教

員間の連携 

Google drive 等の活用も含め、引き続きレベルアップを図っ

ていく。 

基準Ⅲ―Ａ ＩＣＴ化による事務局の業務改善 2023 年度より、教員の年次休暇・学外研究活動についての

届及び、学生の公休届を紙ベースから Google フォームを利

用したシステムに変換し、省力化を図る。 

基準Ⅲ―Ｂ 「絵本の部屋」の活用 保育・子育て研究所主催事業として、絵本の部屋を活用し、

蔵書の充実を図る事業展開を行う。 

基準Ⅲ―C 学生に倫理面に関する情報教育の

一層強化を図る 

「情報機器の操作」を必須科目としており、近年の情勢をふ

まえた情報モラル習得の強化を継続して行う。 

基準Ⅲ―D 長期的な視点に立った資産運用 法人本部にて対応の検討及び対策を実施中。 

基準Ⅲ―D 外部資金の獲得 法人本部にて対応の検討及び対策を実施中。 

基準Ⅳ―A 必要に応じて適正な入学定員の見

直し 

保育者養成校の全国及び近隣の状況を把握・分析するととも

に、2024 年度入試の状況を勘案し、入学定員の見直しの必

要性を引き続き検討する。 
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